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7. 環境の保全のための措置 
7.1 大気質 

(1) 工事中 

・ 使用する建設機械は、可能な限り最新の排ガス対策型の車種を採用し、適切に点検・整備

を実施する。 

・ 工事の効率化・平準化により、工事用車両台数の削減、建設機械の同時稼働や高負荷運転

の回避に努める。 

・ 工事用車両の走行や建設機械の稼働にあたっては、過積載の防止、積み荷の安定化、空ふ

かしの禁止、アイドリングストップの遵守等、適切な運行・施工を指導する。 

・ 工事用車両の走行ルートや時間帯は、道路規格、周辺道路の状況、住居の立地状況等に配

慮し、効率的で環境負荷が小さくなるよう、計画的な運行管理を行う。 

 

(2) 供用中 

・ 万博会場と事業計画地を往復する P＆R シャトルバスは、国の低排出ガス認定を受けた新

車の導入など低公害型の車種を採用し、適切に点検・整備を実施する。また、加速・減速

の少ない運転やアイドリングストップなど運転手へのエコドライブの励行、回送の少ない

効率的な運行を行う。 

・ 駐車場内の施設利用車両に対して、アイドリングストップの推進、空ふかし防止等を呼び

かける。 

・ 施設利用車両に対して案内看板等により敷地内を適切に誘導する。 

・ 公共交通機関の利用の呼びかけや、施設利用車両に関しては最寄りの阪神高速出口の利用

を推奨し、推奨出口を利用した来場者の駐車料金を相対的に引き下げる等のインセンティ

ブを検討する。 

・ 予約時に万博Ｐ＆Ｒ駐車場の入庫時刻と退場する際のＰ＆Ｒシャトルバスの乗車時刻を

登録することにより、時間帯ごとの予約枠を道路交通容量以下に抑えたものにする等、交

通量の抑制・分散を図る。 

・ 施設利用車両に対して駐車マスの一部に自家用車向け充電器を設置する。 

 

7.2 騒音 

(1) 工事中 

・ 使用する建設機械は、可能な限り最新の低騒音型の車種を採用し、適切に点検・整備を実

施する。 

・ 工事の効率化・平準化に努め、工事用車両台数の削減、建設機械の同時稼働や高負荷運転

の回避に努める。 

・ 工事用車両の走行や建設機械の稼働にあたっては、過積載の防止、積み荷の安定化、制限

速度の遵守、空ふかしの禁止、アイドリングストップの遵守等、適切な運行・施工を指導

する。 

・ 工事用車両の走行ルートや時間帯は、道路規格、周辺道路の状況、住居の立地状況等に配

慮し、効率的で環境負荷が小さくなるよう、計画的な運行管理を行う。 
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(2) 供用中 

・ 万博会場と事業計画地を往復する P＆R シャトルバスは、国の低排出ガス認定を受けた新

車の導入など低公害型の車種を採用し、適切に点検・整備を実施する。また、加速・減速

の少ない運転やアイドリングストップなど運転手へのエコドライブの励行、回送の少ない

効率的な運行を行う。 

・ 駐車場内の施設利用車両に対して、アイドリングストップの推進、空ふかし防止、低速走

行等を呼びかける。 

・ 施設利用車両に対して案内看板等により敷地内を適切に誘導する。 

・ 公共交通機関の利用の呼びかけや、施設利用車両に関しては最寄りの阪神高速出口の利用

を推奨し、推奨出口を利用した来場者の駐車料金を相対的に引き下げる等のインセンティ

ブを検討する。 

・ 予約時に万博Ｐ＆Ｒ駐車場の入庫時刻と退場する際のＰ＆Ｒシャトルバスの乗車時刻を

登録することにより、時間帯ごとの予約枠を道路交通容量以下に抑えたものにする等、交

通量の抑制・分散を図る。 

・ 施設利用車両に対して駐車マスの一部に自家用車向け充電器を設置する。 

 

7.3 振動 

(1) 工事中 

・ 使用する建設機械は、可能な限り最新の低振動型の車種を採用し、適切に点検・整備を実

施する。 

・ 工事の効率化・平準化により、工事用車両台数の削減、建設機械の同時稼働や高負荷運転

の回避に努める。 

・ 工事用車両の走行にあたっては、過積載の防止、積み荷の安定化、制限速度の遵守等、適

切な運行を指導する。 

・ 工事用車両の走行ルートや時間帯は、道路規格、周辺道路の状況、住居の立地状況等に配

慮し、効率的で環境負荷が小さくなるよう、計画的な運行管理を行う。 

・ 工事用車両の出入口は、可能な限り段差を低減し、振動の発生抑制に努める。 

 

(2) 供用中 

・ 万博会場と事業計画地を往復する P＆R シャトルバスは、国の低排出ガス認定を受けた新

車の導入など低公害型の車種を採用し、適切に点検・整備を実施する。また、加速・減速

の少ない運転やアイドリングストップなど運転手へのエコドライブの励行、回送の少ない

効率的な運行を行う。 

・ 駐車場内の施設利用車両に対して、アイドリングストップの推進、空ふかし防止、低速走

行等を呼びかける。 

・ 施設利用車両に対して案内看板等により敷地内を適切に誘導する。 

・ 施設利用車両の出入口は、可能な限り段差を低減し、振動の発生抑制に努める。 
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・ 公共交通機関の利用の呼びかけや、施設利用車両に関しては最寄りの阪神高速出口の利用

を推奨し、推奨出口を利用した来場者の駐車料金を相対的に引き下げる等のインセンティ

ブを検討する。 

・ 予約時に万博Ｐ＆Ｒ駐車場の入庫時刻と退場する際のＰ＆Ｒシャトルバスの乗車時刻を

登録することにより、時間帯ごとの予約枠を道路交通容量以下に抑えたものにする等、交

通量の抑制・分散を図る。 

 

7.4 土壌汚染 

・ 大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づく要届出管理区域内において土地の形質変

更をする場合は、同条例第 81 条の 13 に基づき、土地の形質の変更に着手する日の 14 日

前までに、当該土地の形質の変更の種類、場所、施行方法及び着手予定日その他規則で定

める事項を堺市長に届け出る。 

・ 土壌汚染対策法施行規則第 25 条、大阪府生活環境の保全等に関する条例施行規則第 48 条

の 27 で定義する土地の形質変更が 3,000 ㎡以上となる場合、以下の手続き等を行う。 

・ 土壌汚染対策法第 4 条第 1 項に基づき、土地の形質の変更に着手する日の 30 日前ま

でに、土地の形質の変更の場所及び着手予定日その他環境省令で定める事項を堺市長

に届け出る。 

・ 大阪府生活環境の保全等に関する条例第 81 条の 5 第 1 項に基づき、土地の形質の変

更に着手する日の 30 日前までに、土地における過去の管理有害物質の使用の状況そ

の他の規則で定める事項について調査し、その結果を堺市長に報告する。 

・ 土壌の掘削に際しては、適宜散水を行う等、土砂の飛散防止に努める。 

・ 工事用車両の出場にあたっては、タイヤ等洗浄を実施し、付着した土壌の事業計画地から

の持ち出しを防止する。 

・ 地表面は舗装等を行い、供用中の土砂への接触・飛散防止を図る。 

 

7.5 光害 

・ 駐車場内の照明は、直接光が敷地外へ届かない配置等を検討する。 

・ 必要に応じて、遮光ルーバー付照明を設置することで、周辺への照射が最小限となるよう

に配慮する。 

 

7.6 陸域生態系 

(1) 工事中 

・ 移動性が低い昆虫類の重要種であるツシマヒメサビキコリ、ジュウサンホシテントウにつ

いては、工事着手前にあらためて現地調査を実施し、捕獲された個体を場外で生息が確認

された場所へ移動させる等の対策を行う。また、存置可能な草地は出来る限り保全する。 

・ コチドリやケリの営巣時期に配慮し、工事工程の調整を行うとともに、工事着手直前に営

巣有無の確認を行い、発見された場合は営巣区域への立ち入りを禁止する。 
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(2) 供用中 

・ 走光性昆虫類の誘引抑制に配慮した照明施設とするため、施設利用の安全性を確保しつつ、

周辺への照射が最小限となる照明の配置や照度、点灯時間及び遮光ルーバー付き照明灯の

設置等を検討する。 

 

7.7 人と自然との触れ合い活動の場 

(1) 工事中 

・ 使用する建設機械は、可能な限り最新の環境対策型の車種を採用し、適切に点検・整備を

実施する。 

・ 必要に応じて工事区域の周囲に仮囲いを設置し、事業計画地に隣接する人と自然との触れ

合い活動の場への排ガス、騒音等の影響低減に努める。 

・ 工事用車両の走行ルートや時間帯は、道路規格、周辺道路の状況、人と自然との触れ合い

活動の場へのアクセス状況等を踏まえ、影響が小さくなるよう、計画的な運行管理を行い、

必要に応じて警備員の配置を行う。 

・ 工事の効率化・平準化に努め、工事用車両台数をできる限り削減し、レクリエーション利

用が多い時期・時間帯に配慮した施工計画とする。 

・ 工事期間中に生物共生型護岸で観察会等が行われる場合には、建設機械の稼働や工事用車

両の場内走行について事前に主催者と調整を行い、利用の安全性を確保する。 

 

(2) 供用中 

・ ホームページ等で、道路の渋滞状況や施設の利用状況をリアルタイムで確認でき、事前予

約できるシステムの導入を検討する。 

・ 事業計画地を利用する車両の出入に関しては、交通誘導員等による適切な誘導を行い、周

辺道路の渋滞をできる限り生じさせないように配慮する。 

・ 予約時に万博Ｐ＆Ｒ駐車場の入庫時刻と退場する際のＰ＆Ｒシャトルバスの乗車時刻を

登録することにより、時間帯ごとの予約枠を道路交通容量以下に抑えたものにする等、交

通量の抑制・分散を図る。 

・ 生物共生型護岸の周辺は、施設利用車両の走行・駐車を行わない計画であるが、施設の供

用中に観察会等のイベントが開催できるように門扉等を設置し、アクセスを確保する。 

 

7.8 地球環境 

(1) 工事中 

・ 使用する建設機械は、可能な限り最新の排ガス対策型の車種を採用し、適切に点検・整備

を実施する。 

・ 工事の効率化・平準化により、工事用車両台数の削減、建設機械の同時稼働や高負荷運転

の回避に努める。 

・ 工事用車両の走行や建設機械の稼働にあたっては、過積載の防止、積み荷の安定化、空ふ

かしの禁止、アイドリングストップの遵守等、適切な運行・施工を指導する。 
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・ 工事用車両の走行ルートや時間帯は、道路規格、周辺道路の状況、住居の立地状況等に配

慮し、効率的で環境負荷が小さくなるよう、計画的な運行管理を行う。 

 

(2) 供用中 

・ 万博会場と事業計画地を往復する P＆R シャトルバスは、国の燃費基準を達成した新車の

導入など低公害型の車種を採用し、適切に点検・整備を実施する。また、加速・減速の少

ない運転やアイドリングストップなど運転手へのエコドライブの励行、回送の少ない効率

的な運行を行う。 

・ 駐車場内の施設利用車両に対して、アイドリングストップの推進、空ふかし防止等を呼び

かける。 

・ 施設利用車両に対して案内看板等により敷地内を適切に誘導する。 

・ 公共交通機関の利用の呼びかけや、施設利用車両に関しては最寄りの阪神高速出口の利用

を推奨し、推奨出口を利用した来場者の駐車料金を相対的に引き下げる等のインセンティ

ブを検討する。 

・ 予約時に万博Ｐ＆Ｒ駐車場の入庫時刻と退場する際のＰ＆Ｒシャトルバスの乗車時刻を

登録することにより、時間帯ごとの予約枠を道路交通容量以下に抑えたものにする等、交

通量の抑制・分散を図る。 

・ 駐車場照明灯は、利用者の安全性、快適性を確保できる効率的な配置・点灯時間とし、消

費電力を抑えられるＬＥＤ灯を採用する。 

・ 管理運営施設は、省エネ型の空調機器、電灯等を採用し、適切な機器運転に努める。 

・ 施設利用車両に対して駐車マスの一部に自家用車向け充電器を設置する。 

 

7.9 廃棄物等 

・ 「建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律」等の関係法令に基づき、発生抑制・減

量化・リサイクルについて適切な措置を講じる。 

・ 掘削土は、可能な限り場内の埋戻し土として利用し、建設発生土の発生抑制を図る。 

・ 施設は、可能な限りリース品等を活用し、廃棄物の発生抑制を図る。 

・ 掘削時に埋設廃棄物が存在した場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等に基づ

き、適正に処分する。 

・ 最新の「建設リサイクル推進計画」（国土交通省）が掲げる再資源化率等の目標を達成す

るように努める。 

 

7.10 安全（交通） 

(1) 工事中 

・ 工事用車両の出入口付近には、誘導員を適宜配置し、交通事故の防止に努める。 

・ 夜間や休日には工事関係者以外の者が工事現場に立ち入らないように出入口に施錠する

等の対策を講じる。 

・ 工事の効率化・平準化に努め、工事用車両台数をできる限り削減する。 

・ 工事用車両の走行に関しては、走行ルートや制限速度の遵守等、適切な運行を指導する。 
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(2) 供用中 

・ 公共交通機関の利用の呼びかけや、施設利用車両に関しては最寄りの阪神高速出口の利用

を推奨し、推奨出口を利用した来場者の駐車料金を相対的に引き下げる等のインセンティ

ブを検討する。 

・ 事業計画地周辺には、施設利用車両を適切に誘導する案内看板や誘導員を適切に配置する。 

・ 予約時に万博Ｐ＆Ｒ駐車場の入庫時刻と退場する際のＰ＆Ｒシャトルバスの乗車時刻を

登録することにより、時間帯ごとの予約枠を道路交通容量以下に抑えたものにする等、交

通量の抑制・分散を図る。 

・ 事業計画地周辺には、施設利用車両を適切に誘導する案内看板や誘導員を適切に配置する。 

・ 駐車場周辺や駐車場内を走行する施設利用車両に対して、制限速度の遵守を呼びかける。 

・ 施設利用車両の出入口付近には、誘導員を適宜配置し、交通事故の防止に努める。 

・ 駐車場内においては施設利用車両を奥から埋めていくなど、車両と歩行者が交錯しない運

用を検討する。 

 

 


